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け入れて くれたことで,全 身のバ ランス改善が口

腔内においても安定 した状態を作 ることを確認 し

た。また,初 診時から訴えていた頭痛,肩 こり,

吐き気は整復後いつの間にか消失 していて,そ れ

以来発現 していない。

　 13)全 身バランスの改善による矯正歯科治療

　　　　　　○田所 生利1,廣瀬 将邦2,福井 和徳2

　 (田所歯科矯正クリニック1,奥羽大・歯 ・成長発育歯2)

【目　 的】人 は直立2足 歩行す る際,何 らかの原

因で中心か らずれを生 じた場合,支 柱 を垂直に し

ようと,頭 部,頸 部,胸 部,腰 仙部の平衡をつか

さどる部分で生理重力線からの逸脱 を察知 し,こ

れがバ ランスをとるための生体にずれが生 じる。

そこで,頭 部の右方傾斜,お よび左方移動,左 右

の肩の高 さの違いが認められた重度な開咬症例に

ついて,バ ランスの改善 を行 うことで症状の改善

が図 られた症例の概略を報告する。

【症例および方法】症例:年 齢14歳4ヵ 月,男 子

身長175cmで 両側の上顎側切歯欠損が認め られた

開 咬 症 例 で 臼歯 の 咬 合 は正 被 蓋 でoverbite
-1mm ,　over　jet7mmそ して,下 顎の1mm右 側偏

移が認め られる。方法:全身バ ランスのスクリー

ニング結果に基づき,仙 腸関節への整復 と,頸 椎

への整復 を行い,後 戻 りを防止す るため,1日 に

1回40分 の生理歩行の実施,歩 行が困難な時は,

スクワッ トを3回行 うことを指示 し,整 復後のバ

ランス維持に努める。矯正歯科装置 は本人が希望

するまでセッ トせず,全 身および口腔内の継時的

観察を行 う。

【結　果】整復後2年,年 齢16歳4か 月,身 長178

cmでoverbite　 Omm,　 over　jet5.5mmとover　 jetの

改善は1.5mmと 少なかったが,咬 合の改善は顕著

に認め られ,頭 部の右方傾斜,お よび左方移動,

左右の肩の高さも改善が認められた。

【結　論】患者本人が矯正装置のセッ ト遅延 を希

望 したことと,仙 腸関節および,頸 椎の整復 を受
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